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育児 期の 夫婦 の 役割葛藤に 関する研究 （2 ｝
　　　　

一
とくに有職の 妻 と専業主婦の 場合

一

○曳 山尚 子

（徳 島大学）

〈 研 究 の 目 的 〉

浜 田 美 穂

　 本研究 は育児期 の 夫婦が経験する役割葛藤に 関して ，

前回に引 き続 き報告す るもの で あるが，今回は役割葛藤

の 最 も高 か っ た有職 の 妻 と最 も低か っ た専業主婦の 妻

の 詳細に つ い て 中心 に報告す る．

　 なお，前同まで に 確認された こ とは 以下 の 4 点であ

る．

　　（1）　「就業者役割亅，　 「配偶者役割」，　 「親役割 」

の 3 つ の 面 で の 役割遂行に おける役割葛藤に つ い て ，有

職の 妻と専業主婦の 妻，専業主婦 を妻 に 持 つ 夫 ，有職の

妻の 夫に お い て どう違うかを検討 した結果，役割葛藤は

有職の 妻 に おい て 最 も高 く．奪業主婦にお い て最 も低か

っ た，

　　〔2 ）　 「就業者役割亅 ，　 「配偶者役割 亅，　 「親役割 亅

に つ い て，役割行為者 に 内在化 された役割規範 〔社会通

念 と し て 社会 か ら期待 されて い る と感じる役割行動，配
偶者か ら期待され て い る と思う役割行動，自分 が理想 と

する役割行動）と現実の 役割行動 との 「ズ レ 亅に着目し，

この 「ズ レ」が役割葛藤 に どう関わる かを検討 した とこ

ろ，規範〉 現実の 群 （規範高群 ・プレ ッ シ ャ
ー

群）に お

い て 役割葛藤 が有意に高 く，規範く 規実の群 （現実高

群 ・自負群）に お い てもっ とも低 か っ た，

　　
・
（3 ）役割葛藤はまた ， 主観的自己評価 として の 「満

足 亅に も関わ り、 「満足」は とくに 役割葛藤を軽減させ

る役割 を果たす もの と考え，検討 した結果， 「満足jは

役 割 葛 藤 を 軽減 させ ， r不満足」は 役割葛藤を増幅させ

る もの で あ っ た，図 1 は以上の結 果の 概略を図示 したも

の で ある

　　（4 ）ところが，有職の 妻 に お い て は，しば しば現実

高群にお い て 役割 葛藤が有意に高くな る場合 がみ とめ

られ る一方で，専業主掃 に おい ては，群間の 差があま り

み られなかっ た．さらに 「満足」に よる軽滅効果は有職

の妻にお い て は有効で あっ たが，専業主婦に お い てはあ

まり有効ではなかっ た，とい うように，妻た ちの 間で も

「立場」 に よっ て 大 きな違い がみ られた，

　 以上 に よっ て ，有職の妻 と専業 主 婦の 妻 に っ い て さ

らに 詳細に検討する・こ とが本報告の 目的である．
も

〈 方 法 〉

（1）調査対象者

　徳島市内の 私立 と 公立 の 幼稚園 と保育所 7 園に 通 う

子 ども の 父親 669 名，母親 689 名に調査用紙を配布 した，

有効回答数は父親 352 名 （有効回収 率 52．6％ ），母親

338 名 （有効回収率　49，0％）で あ っ た．調査対象者 の 基
本的属性は，平均年齢が父親　36．3 歳，母親 33．6歳 で あ

っ た．父親の 一
日あた りの 平均労働時間は to，2 時間で
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あ っ た，母親は専業主婦が 152 名 C41％ ），フル タイム

が 100名 （27％），パ ートタイ ム が pa 名 （25％），自

営業が 29 名 （8％ ）で，一
日あた りの フ ル タイムの 母親

の 平均労働時間は 8．9 時間，パ ートタイ ム の母親

の平均労働時間は 5L2 時間で あっ た．

　（2）調査内容 と調査用紙の 樽成

　 役割葛藤尺度，役割規範 ・役割行動尺度，役割遂行満

足度尺度，心理的性度尺度 を内容 とす る 121 項目か らな

る，評定はすべ て 5 段階評定． 詳細は以下 の とお りで

ある．

　   役割 葛藤尺 度 　K 。pelman，（humhaus ＆ C ・皿 。1ア

｛1983）の WIF （work 血 fer  ce 　with 　fami1ア）尺度，　Bude ア

（1989）の FIW （familア洫   er   ce 　with 　w α rk ）尺度，　Bohen

＆ Viveros−10  （1981｝の Wo 【k−Fatnily　conflict尺度に
一

部加筆修正 した もの に ，独 自に 作成 した項目を加えた

35 項目からなる ，  役割規範 ・役割行動尺度　数井 ら

G996｝ に よ る父親 の 育児参 加測定 項目，大 野 ・
柏 木

（1991）の 母親の 性役割観，結婚 家庭 に 対す る意見を

もとに 加筆修正 した項目に ，独 自に作成 した項 目を加え

た計 21 項目 （家事役割 5項 目 ・親役割 5項目 ・就業者

役割 4 項 目
・
協力両立的態度 3項目 ・伝統的　性役割像

4 項目）から成る．こ れ らに 関して i〕 「社会通念 （社

会が求める夫 （妻〉 ・父親 （母親）像）」に つ い て　 ii）
「あなたの 妻 （夫）が望む と思われ る夫 （妻）・父親 （母

親）像亅に つ い て　丗）「あなたの理想」に つ い て　iv）
「現在の あな た」に つ い て の 4 通 りにつ い て 回答を求め

た．  役割遂行満足度尺度　「あなたはそれぞれの現在

の 自分 （夫 ・妻 と しての 自分 ，父親 ・母親と して の 自分，

職業入 ・個入 と して の 自分）に ，どの 程度満足して い ま

すか 」 r妻 （夫）は以下 の あなた （夫 ・妻 とし て の あな

た，父親
・
母親 と し て の あ な た，職業人 ・個人とし て の

あなた）に どの 程度満足 し て くれで い る と思 い ます か 亅

に つ い て 回答 を求めた，

（3〕調査期間 ：1999 年 5 − 7 月．

〈 結 果 お よ び 考察 〉

（1）　 有職の妻と専業主婦の 妻 に み られ る 役割葛藤

　妻に 共通 して抽出された役割葛藤因子「冢庭生活支障

感亅， r罪悪感」， 「せ か され感亅，「家庭役割負担感 」

に 関 して ， 有職の妻 と専 業主婦 に っ い て 比較する と，最
も大きな差がみ とめ られるのは 「罪悪感」 （「仕事 ・活
動を して い る間子 どもが どうして い るか心配だ」，
「仕事 ・活動のせ い で 子 どもにすまな い 思 い を して い

る 」， r仕事 ・活動のせ い で 自分 が親に な り切れで い な

い 」 な ど）で あ っ た，また， 「家庭生活支障感」　〔F私
の 仕事 ・活動で冢魔の 生活が妨げられ てい る」，「仕事 ・
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活勳の せ い で ， 家 で イ ラ イ ラす る こ とが あ る 」な ど）に

お い て も大 きな差がみ られ口有職の妻が仕事 （就労者役
割）と家庭 （親役割 ・妻役割）の間 で抱 く葛藤の大きさ
がうかがえた ，

　 しか し，r冢庭役割負担感」 （「子 育てが負担 である 亅，

　「子 どもい る と制約 される 」など）では専業主婦に おい

て も葛藤が高 く，両者に 大 差はな い ，

　　（2 ）規範 と現実との 「ズ レ 1 と役割葛藤の 関逮
一
有

職 の 妻 ・専業主婦 の 場合
一

　多くの 場合，規範高群 （プ レ ッ シ ャ
ー群）におい て役

割葛藤が最も高い 傾向に あるが，先 に も指摘 したよ うに，
有職の 妻 にお い て は，い くつ の場面 t：おい て 現黯 群

　（自負群）に おい て最も役割葛藤が高い 場合があっ た．
その 多 くは ， 「自己 の 理想 」よ り以上 に 「冢事役割」お
よび 「就業者役割」を遂行し て い る場合に み られ る もの

であっ た．つ ま り，現実の方が，自分が理想とす る家事
量 ・仕事量よ り多 い量を こ な して い る （こな さざる を得
ない ）とい う思い を抱い て い る有職の妻たちに おい て役
割葛藤 （「家庭生活支障感 」． 「自費感」）は高 くなる
の であっ た．

　この ように 、有職 の 妻の 場合， 「社会通念」や 「夫の

期待」ほ どに現実に 自分が 「家事役割」，　「親役割亅
を果たせ て い な い とい う思い が強い 場合に，高 い 役割葛
藤 （「家庭生活支障感亅， f自資感」， 「仕專支障感」｝
を経験する

一
方で ， 自分の 理想よ り高い 「家事役割亅 ，

　「就業者役割」を果た して い る （果 た さざるを得ない ）
とい う思い が強 い ときに も同様な高 い役割葛藤を経験
するとい うジ レン マ の 中に い るこ とが推測される，

　 それに対 して，専業主婦にお い ては，ズ レ との関連は
あまりみ られなかっ た．しか し，自己の理想の 「就業者
役割」との ズ レ にお い て ，規範高 群 （もっ と活勤すべ き
な の に，あ る い は仕事 したか っ たの に出来て い な い ）に

おい て役割葛藤が高い （「子育 てや家事が負担亅，「子
育てや家事 の た め に活動に 支障が ある 」等の 「家庭役割
支障感」）一

方 で ，伝統的妻 ・親役割が十牙出来て い な
い とい う思い の 中で （規範高群）， 「罪悪感丿を高めて
い る傾向など，有職の 妻に 比較す る とわずか で はあ るが，
ズ レとの間 で揺れて い る姿 も垣間み られ る，

　（3 ）　「満足 」 との 関連

　さて ，す で に述べ たよ うに，高い 役割葛藤 を経験 して

い る 有職 の 妻で あるが，妻と して ，母親 と して，個入 と
して の 今に 自己満足して い る（あるい は夫が満足して い

る と推測できる）と役割葛藤は軽減 され る ことも確かの

よ うである．しか し，軽減畢も増幅率 も夫たちほど大 き
い もの で は な か っ た，

　満足に よ る軽減が最も大 き か っ た の が専業主婦を妻
に もつ 夫であ っ たが，専業主婦 自身は満足による軽減 も

不満足に よる増幅 も最も小さく，有意な 差 に は至 らな い．

　以上，妻 たちは立場に より異なるもの の ，揺れやジレ
ン マ の 申で各 々 に役割葛藤を経験して い る とい える，

社会 的立場に よる

役割葛藤の大き さ

役割規範との 関係

か らみた 3 つ の 群

現在へ の満足 の あ り方　　　 満足と役割規範との関係
く軽滅率もし くは増幅率〉　　からみた 6 つ の 群と役割 葛藤

有職の妻
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　 　 　 　〈 図1＞
育児 期の 夫 と妻の 役割葛藤

一役割規範と 溝足 との 関運図一
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